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「れいんぼ～かふぇ」 (藤沢市）

藤沢市北部エリアを中心に「子育て世代のおとなの居場所」や「子どもの居場所」の活動をされているれいんぼ～か
ふぇ代表の鈴木理恵さんにお話を聞きました。 （取材:飯田厚子）
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キャリアアップ講座

自分のことだと周り
が見えにくくなるの
で先生の見本やアド
バイスをいただき、
自分と当てはめて考
えることができて
スッキリしました。 

お一人お一人の個性を知
り、現在の生きづらさを
軽減するための支援の手
掛かりに、今回の講座で
学んだ系統立った障害の
知識やヒントを参考にし
て行きたいと思いました。 

貴重な講座をありがとうございました。講
座を終了すると、日々の忙しさでついつい
忘れていくのが常となっていますが、大事
なことをたくさん学べた時間が無駄になら
ないよう意識して日々を送ろうと思います。 

資料の内容が具体的でわ
かりやすかった。先生の
アドバイスもすぐに実践
できることだったので、
とても参考になりました。 

2023年度キャリアアップ講座（9テーマ10回）
は終了しました。実際の介護の現場のみならず、
家庭介護や変化する社会課題に対応する地域に
も役立つ講座です。

2時間ほどの研修で
すがとても中身の濃
い研修でした。初心
者の心に戻って仕事
をしたいと思います。 

受講者の声

詳しくは
こちらから

お申し込みは
はこちらから

5月29日(水) 発達障害とは 10月29日(火) 精神疾患を持つ方への接し方

6月13日(木) 認知症の方とのコミュニケーション 11月13日(水) コーチング講座

★ 6月27日(木) 身体機能を維持向上させる体操 11月27日(水) コーチング講座（応用編）

★
7月11日(木) 傾聴講座

（2回連続講座・受講料3000円）

12月11日(水) ハラスメントの知識

7月25日(木) 2025年
1月30日(木)

ターミナルケアにおける在宅介護
のための ネットワークづくり9月11日(水) アンガーマネジメントとは

★ 9月16日(月) ボディメカニクスを活用した移動・移乗 2025年2月 介護過程

9月24日(火) メンタルヘルスについて 2025年2月 介護職のための薬の知識

2024年度も開催！
キャリアアップ講座

受講料：1講座1,500円★マークは会場参加のみ

会場：新横浜オルタナティブ生活館（オンライン併用あり）
ウィリング横浜（9月16日「移動・移乗」）

人間関係をスムーズに、
事業活動のマネジメントに役立つ実践的な講座

きっかけはPTAの活動
最初に鈴木さんに会った印象は温かくてやさしく人

を包み込んでくれる懐の深い方だということです。
鈴木さんが活動をするきっかけになったのは、小学

校のPTAの役員でした。本部役員をすると1年間でも子
ども二人分の活動として認めてもらえるという事で、
子どもの学童保育で一緒だった人など、周りの人に声
をかけて一緒にやっていく人を見つけて副会長になる
ことにしました。

PTAの活動を通して、周りの人にサポートしてもらい、
やりたいことをやりながら、人と人との懸け橋になる
仕事をしたいと思ったことや、市のPTA連合会に関わっ
たことで、いじめ問題について何かしていきたいとい
う思いが生まれ、「いじめ防止プログラム」のファシ
リテーターの資格をとり、小中学校でフリーランスの
講師として働き始めました。

れいんぼ～かふぇのスタート
2020年に藤沢市の長後で、「れいんぼ～かふぇ」

をスタートしました。この場所では、行くことが
ハードルにならずに来てもらいやすくすることを意
識して、アロマ付きの子育て相談や軽食付の中高生
の自習室等工夫をしながら行いました。

2021年に始めた御所見スマイルカフェでは、鈴木
さんは参加してくるお母さん達とお話しする時間を
つくるため、子ども食堂をやりたい友人や子どもた
ちと遊んでくれる人を探して、午前は不登校に関す
るおしゃべり会、午後は子育てひろばと放課後のあ
そび場や子ども食堂を様々な人が運営に関わること
を大切にして開催しています。自分がやりたい事、
得意な人が集まってチームをつくって運営できたら
と話していました。
その後も「用田ひだまりるーむ」「湘南台ゆーす

りびんぐ」湘南地区のおとなと子どもや、江の島に
訪れた親子が安心して過ごせる場として「れいんぼ
～かふぇ江の島」を始めています。

これからめざすもの
鈴木さんは、子育ての居場所を増やし、子どもの

将来が生まれ育った環境によって左右されることの
ないまちづくりをめざしています。居場所を作るこ
とが目標ではなく、居場所によってできた地域での
小さい輪のつながりが広がってつながっていくこと
で、自然に人が集まってくるようなまち、居場所が
必要のない社会をめざして今は居場所づくりをやっ
ているそうです。最終目標は世界平和と大きな思い
をもっていました。
何をやりたいのか、何をめざしているのかに常に

立ち戻り、自分が住んでいる地域をどんな地域にし
たいのかを描きながら、大ぜいの人を巻き込んで
やっていくことの必要性を感じました。

（いいだあつこ）

コロナ禍で
講師を始めてから1年でコロナ禍になり、いったん

「いじめ防止プログラム」は中止となりました。コロ
ナ禍以降、横のつながりがなくり、人と知り合うこと
が少なくなることが問題で、小さなすれ違いが、大き
なトラブルへと発展してしまうことがあります。今こ
そつながりあえる場が必要だと強く思ったといいます。
スクールカウンセラーに相談するほどではないけれど、
どこかで誰かに話せる場が必要だと感じて、そんな場
をつくろうと始めたのが「れいんぼ～かふぇ」です。
相手に合わせることが支援なので、自分本位でこの

活動を始めても続かないかもしれないと話していまし
た。

この日は、アメリカから輸入
したスクールバスにボード
ゲームを乗せてチャーリーさ
んがやってきた

御所見の子ども食
堂には60名もの参
加が♪

いつも袋いっぱい
のボードゲームを
かついで来てくれ
るボドツナさん

フリースペースでは
りりーさんの工作
コーナーが人気

鈴木理恵さん

「市民主体のまちづくり」のすすめ方

地域に住む人が暮らしの中で必要なことは、
自分たちでつくってしまおう！

第２回通常総会
記念講演のご案内

2024年6月14日(金)15:00～16:30
新横浜スペースオルタ（zoom配信あり）

講師：広石 拓司氏 ㈱エンパブリック代表取締役、

ソーシャル・プロジェクト・プロデューサー

2024年度の未来機構の活動を開始するにあた
り、私たちがめざす社会のありようについて、ちょっと
違った視点からあらためて考え、ヒントを得る機会を
持ちたいと思います。

エン
パブリック

地域・組織の人が、自分の思いや考えから、周りの力を借りて、自分

の仕事をつくっていく。その身近な例が周りの学びにもなり、地域・組織

の中長期的な変革力にもつながっていく。そのプロセスを広石さんは、

「エンパブリック・サイクル」と呼んでいます。 https://empublic.jp

どなたでもご参加いただけます・参加無料



つながりをつくるワークショップ
市民活動団体の情報共有・相互交流の「場」づくりに向けて

開催報告

2023年度に実施した「アソシエーション活動実態調査」から、中間支援組織と
してどのような「場」をつくったらいいのか…皆さんのご意見を伺いました。

活動の中で課題だと感じていること

未来機構の役割は団体同士が互いに学び合い協力しあうことを促進する点にある。
そのために情報共有・相互交流のためのリアル参加の「場」＋WEB サイト「場」をつくろう♪

市民活動団体同士の相互交流・学び合いのつなぎ役に

１つの団体あるいは1人がもっている問題意識
は、個々の問題ではなく、ちょっとした相互交
流・情報交換があることで、少し視野を広げ、
状況を客観的に見ることができるかもしない。

アソシエーション活動実態調査 調査数
１．オンラインアンケート(2023年4～5月）回答151
２．ヒアリング(2023年7～8月）20団体

「情報共有・相互交流・学び合い」の場ってどんなものがあったらいい？

みんなの意見を聞くワークショップを2か所で開催

2023年１２月１５日(金)かながわ県民センター
参加者：８団体９名

ワークショップでの主な発言内容から

１）困っていること、課題となっていること

●事業継続のためのビジョンづくり、マネジメントのあり方、
安定財源確保。
●ボランティアのかかわり方、本気で関わり、遠慮せずに
言い合える関係性をどうつくれるか。
●高齢化や世代交代の課題を克服できるようなHPや
SNSの活用
●事務作業や会計処理に追われる市民団体の事務局機
能の共有ができないか。
●地元の企業とともに社会を変える活動に取組むには。

ワークショップでの主な発言内容から

２）こんな「場」があったらいい

●若い人を巻き込む方策、場のあり方。違う立場、違う考え
方の人たちがいっしょに話し合う場
●学校とのつながりをつくり、カベを取り払うためのアドボカ
シーを考える場
●気になったテーマや話題を見える化して、継続して話せる
場を企画・コーディネートしてくれる仕組み
●志はあるが、何をやりたいのか、どうしたらいいのか、もや
もやしている人たちが参加できる場
●ハードルが低く、気軽に参加できる場、心を動かす企画
●「リーダーシップ論」をテーマに、ボランティアとのコミュニ
ケーションの取り方を考える場
＜WEBサイト＞
●文字を追うのではなく、絵や動画がよい。
●検索し、訪問する理由、魅力がないと行かない。お知らせ
機能がないと気づけない。ＳＮＳのほうがいい。
●MIXIのイメージに近い。

＜藤沢会場＞

＜横浜会場＞

２０２４年１月１８日(木)藤沢市役所市民利用会議室
参加者：９団体９名

●平日の活動は若い人の参加が難しい。
●資金集めが課題
●プロボノの活用方法を知りたい。
●組織の中での方向性の一致が難しい。
●活動場所の確保
●仲間で話してもまだやりたいことを絞り込めない。
●地縁団体を巻き込むために気を遣う。
●事務処理をやってくれる人がほしい
●世代交代ができない

ワークショップでの主な発言内容から

２）こんな「場」があったらいい

＜リアルの交流の場＞
●異業種のつながり
●世代間のギャップを埋めるための交流、食事会など
●同じ分野で活動している人との交流
● 知らない人どうしが出会えて、飲み会もできる場
<WEBサイトに合ったらいいもの>
●助成金情報
●活動情報の発信
●得意分野、できることを募れる場
●地域別ボランティア募集
●困っていることを共有し、手伝い合うことができる場
●活動場所のマッチング
●借りられる空き家・空き室情報

今回は最初に活動の中でいろいろ困った事についての情報
が多く出されたので、議論が始まって色々話が盛り上がったよ
うです。みんなの関心のあるテーマや身近なテーマ、興味関心
のあるテーマ、個々に持っている情報やアイディアに対して、

ファシリテーター：清水謙氏

どの団体にも、共通する課
題や問題意識があり、さま
ざまに工夫をしながら運営

している。

資金がない、若い人が参加し
てくれない・・・そんな課題を
どう乗り越えたらいいか？

他の団体はこんなときどういう
工夫をしているのかな？

相手との関係をフラットに
普段出会いにくい人との出会いの中にも
また別のヒントがあります。同質性と異質性。
同じような人たちから学べることと、違うから
見えてくる学び、両方あるので、全然違う領
域や、一見違うものの中に、本質的な共通
点とかヒントが見えることは多くあります。似
たような人たちは多分似たような解決方法
に向かうので、そこで支えあうことも大事で
すが、全然違う視点から学ぶこともとても大
事です。多様性の高い集まり、学び合い、現
場視察会みたいなことやってもいいかなと
思います。

人材やボランティアを募ったりする時に、「困っていて、人
手が足りなくて大変なので助けてください」というのが実
情ではありますが、実際のコミュニケーションは「この活動
の機会や、出番はあなたにとってこういう学びだったり、経
験の機会になりますよ」ということをお互いのフラットな関
係で発見しあったり、リソースを持ちあうということをベー
スにおいたほうがいいのではないかと思います。
「困ってる」と言うと“助けてやるという意識の人”“助けて
もらうという意識の人”の関係になります。そうではなく、こ
の機会があるということは、あなたにとってこんな出番があ
りますよということをそのままストレートに言えるということ
は、とても大事だと思います。学びの機会や、メリットがある
なら、双方にとってのメリットが何なのかということをしっか
り考えて、それをフラットな関係の下で伝えていくということ
で、人が関わりやすくなっていきます。助ける-助かる関係
だけじゃない関わりをつくっていくことが大切だと思います。

今日出てきたような資金調達の話や、人材の話というのは、
言ってみれば活動するための機能的な側面です。お金、場
所、人が必要だという事とか、この様なテクノロジーをどう使
うかといった話や、どうやって活動を広げていったらいいんだ
ろう、ということなどは、突き詰めれば皆さん同じようなテー
マに向き合っているということだと思います。ここは団体それ
ぞれの工夫があったり特有のものというのもありつつも共通
なんです。

普段何かに困った時に、「どうやったら解決するのか」とい
うノウハウKnow-Howだけではなくて、「誰にどこに訪ねれ
ば、そういうことに対する解決策を実践している人がいるの
か？」というノウフウKnow-Who（誰にどこに）を探すための
地図などが新しいwebサイトに表示されているといいと思い
ました。皆さんそれぞれの工夫によって見つけたり関係を
作った先があるので、それを持ち寄るということが、一番の価
値だと思います。
それぞれの工夫で蓄積してきたものをみんなで持ち寄ると、
みんなが得になるということをネットワーク効果と言うんです
が、そういうことができるような、リアルとオンラインの連動し
た仕組みを作っていければいいと思っています。

団体、テーマ・地域を超えた関わり

リアルでも、webでも、必要な情報がある程度開示されていると
場が盛り上がります。誰かの話を自分の話として重ねて出してい
くということがすごく大事だと思います。

ファシリテーター、清水さんのコメントから

ファシリテーター、清水さんのコメントから

一方で、この図の縦の個別のテーマ、
領域に関わる人たちというくくりがありま
す。同じテーマに関わる人たちではない
人たちと垣根を越えて学び合うことが有
効な場合もあれば、同質性の高い同士
で学んだりできるなど、いろんな形で
メッシュ状に付き合う仕組みが作れたら
いいと思うわけです。

意見を言えたり、自分のやれることが見える話題だったと
いう事だと思います。

ワークショップでの主な発言内容から

１）困っていること、課題となっていること
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